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Ishizu, Shimoda & Ohtsuki (2014)によって原著者の
許可を得て作成された日本語版Avoidanceand Fusion 
Questionnaire (AFQ-Y)を使用した。この尺度は





























れぞれr=.45,r=.61, r=.48, r=.50, いずれもP<.01), 対
人恐怖心性尺度「集団に溶け込めない悩み」「社会的場
面で当惑する悩み」「目が気になる悩み」，体験の回避と
有意な負の相関があった（それぞれr=-.64, r= -.58, 













の相関があった（それぞれr=-.65, r= -.39, r= -.45, 
r= -.43, r= -.64, いずれもp<.01)。「社会的場面で
当惑する悩み」は「自分や他人が気になる悩み」「集団
に溶け込めない悩み」「目が気になる悩み」，体験の回避




関があった（それぞれI'=-.45, I'= -.30, I'= -.30 I'= 
-36, r= -.35, r= -.58いずれもP<.01)。「目が気にな
Table1 各変数間の相関係数




2コミュニケーションスキル .45 * 1.00 
く対人恐怖心性＞
3自分や他人が気になる悩み -.05 -.28 * 1.00 
4集団に溶け込めない悩み -.17 •• -.64 •• .53 * 1.00 
5社会的場面で当惑する悩み -.12 •• -.58 •• .52 * .79 •• 1.00 
6目が気になる悩み -.19 * -.52 * .46 * . 72* .75 * 1.00 
< AFQ > 
7 AFQ -.2 * -.30 * .47 * .37 * .30 * .35 * 1.00 
く学校適応感＞
8居心地のよさ .29 * .61 * -.25 * -.65 * -.45 * -.46 * -.30 * 1.00 
9課題・目的の存在 .3 * .48 * -.13 * -.39 * -.30 * -.36 * -.25 * .70 * 1.00 
10被信頼・受容感 .23 * .50 * -.20 * -.45 * -.36 * -.3 * -.26 * .64 * .57 * 1.00 
11劣等感の無さ .16 * .29 * -.47 * -.43 * -.35 * -.38 * -.45 * .30 * .2 •• .27 * 1.00 








































r=.50, r=.64, r=.57, いずれもP<.01)。また，対人恐怖心
性尺度の「集団に溶け込めない悩み」「社会的場面で当
惑する悩み」「目が気になる悩み」と有意な負の相関が

























































モデル 1 モデル 2
GFI .99 .99 
AGFI .95 .95 
CFI .10 .99 
RMSEA .05 .05 
AIC 134.33 139.73 
BIC 136.77 142.08 
カイニ乗 26.33 35.73 




スキル ンスキルなる悩みい悩み する悩み なる悩みよさ 的の存在受容感 無さ
AFQ -.23*** -.31 ** .44*** .21 ** .15*** .21 ** -.13*** -.11** -.14*** -.39*** 
集団活動スキル .13** .14*** .15*** .13*** 
コミュニケー ションスキル -.19*** -.64*** -.59*** -.46*** .59*** .39*** .46*** .18*** 
***p<.01 **p<.01 
モデル 1の適合度は，が(12)=26.33,P=.10, モデル
適合度指標 (GFI)の値は .99,修正適合度指標 (AGFI)
の値は .95,CFIの値は .10,Root Mean Square Error 
of Approximation (RMSEA)の値は .05, AICの値は
134.33であった。モデル 2では， が(14)=35.73P=.001, 
モデル適合度指標 (GFI) の値は .99,修正適合度指
標 (AGFI) の値は .95,CFIの値は .99, Root Mean 






-.23, P<.001) を， コミュニケーションスキルに対し
ても負の影響 (/3=ー .31,P<.001) を示した。また，
対人恐怖心性の「自分や他人が気になる悩み」 (/3=.44, 
p<.001), 「集団に溶け込めない悩み」 (/3=.21,p<.001), 
「社会的場面で当惑する悩み」 (/3=.15, p<.001), 「目が
-17 -
気になる悩み」に対しても正の影響 (/3=.21, p<.001) 
を示した。学校適応感の「居心地のよさ」に対しては負
の影響 (/3= -.13, p<.001)を示した。同様に，「課題・
目的の存在」 (/3= -.ll,p<.001), 「被信頼・受容感」 (/3




み」， (/3=.14, p<.001), 社会的場面で当惑する悩み」
にそれぞれ正の影響 (/3=.14,p<.001)を示した。
コミュニケーションスキルは，対人恐怖心性の「自分
や他人が気になる悩み」に対して負の影響 (/3= - .19, 
p<.001)を示した。また，「集団に溶け込めない悩み」
(/3 = -.64,p<.001), 「社会的場面で当惑する悩み」 (/3
＝一 .59,p<.001), 「目が気になる悩み」 (/3= -.46, 
p<.001)に負の影響を，学校適応感の「居心地のよさ」 (/3
=.59,p<.001), 「課題・目的の存在」 (/3=.39,p<.001), 「被

















































































































































































































































ことになる (Biglan,Hayes, & Pistorello, 2008)。
ACTでは「嫌な気持ち」への対処法として，それを
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